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概要
香川大学は，教務情報を基にした同窓会名簿管理システムを内製開発した．同窓会名簿管理システムは，教務シ
ステムと連携し学生情報を基に同窓会名簿を生成することで，卒業生情報の正確性と鮮度を維持しながら，効率的
かつ持続可能な管理を実現することを目的としている．本論文では，教務情報を基にした同窓会名簿管理システム
の内製開発について述べる．

1 はじめに
エンロールメント・マネジメント（Enrollment Man-

agement）とは，大学の組織目標や教育理念を達成す
るためにマーケティング手法を取り入れながら学内資
源を統合的かつ効率的に運用し，戦略に基づき大学業
務を体系的に運営する経営手法 [1] とされ，多くの大
学で同様の取り組みが行われている．山田ほか [2]は，
エンロールメント・マネジメントに向けた業務システ
ム内製開発および業務システム連携を推進すべく，学
び直しを志す社会人，他大学の学部からの大学院進学
希望者などを加えた多様な人物像を対象とし，かつ一
度学部から企業へ就職し，実務経験から新たな学びを
得るために博士前期課程や博士後期課程での学び直し
も考慮した循環型のライフサイクルを定めた．ライフ
サイクルを入学・進学志向形成段階，出願・受験段階，
入学確定段階，在学段階，就職活動段階，卒業・修了
段階，科目等履修段階，履修証明プログラム受講段階，
アルムナイネットワーク構築段階から構成されるもの
とし，各段階の内容，仮説 KPI，取得すべきデータを
示した．

大学における情報管理の効率化が強く求められる現
代において，教務関連業務のデジタル化は急速に進展
している．多くの大学では教務システムの導入が進め
られており，これらのシステムは主に，在学生の履修
登録，成績管理，出席管理，授業評価など，学修活動
や教職員の教務業務を円滑に遂行することを目的とし
て設計されている．さらに，これらのシステムは，学
生の学修履歴や学修成果を可視化することで，教育改
善や学修支援の高度化にも寄与しており，教育の質保
証や学修成果の分析にも活用されている．一部の大学
では，学修ポートフォリオ [3] や学習分析（Learning

Analytics）[4] との連携も進められており，個別最適
化された学修支援の実現に向けた取り組みが加速して
いる．
しかしながら，卒業生に関する情報はこれらの教務
システムの管理対象外となっていることが多く，卒業
後の情報管理は別途対応が必要となるのが現状であ
る．一方で，大学同窓会における名簿管理は，依然と
して手作業による運用に依存しているケースが多く見
受けられる．卒業生の居住地や勤務先，連絡先などの
情報は時間の経過とともに変化するため，情報の鮮度



図 1 同窓会名簿管理システムのシステム概略図

が低下しやすく，結果としてデータの不整合や重複，
欠損が常態化してしまう．これにより，同窓会活動や
卒業生との連携を図る上での障壁となっており，大学
の広報活動や寄附募集，キャリア支援などにも影響を
及ぼしている．また，卒業生ネットワークの活用によ
る社会的評価の向上や，企業との連携強化といった観
点からも，卒業生情報の戦略的な管理は大学経営にお
いて重要な課題となっている．
香川大学は，同窓会名簿管理システムを内製開発し
た．香川大学は，教務システムとして富士通 Japan

株式会社の Campus-Xs[5]を採用しており，エンロー
ルメント・マネジメントのライフサイクル形成におい
ても中核的なシステムに位置づけられ，ほぼすべて
の段階において活用が検討されている．同窓会名簿
管理システムは，この Campus-Xsと連携することで
Campus-Xs に記録されている学生情報を基にした同
窓会名簿を生成する．また同システムは，Campus-Xs

が管理する学生情報に加えて，香川大学で内製開発
された就職活動状況記録システム [6] と連携し，卒業
生の進路情報も用いる．また，同窓会名簿の情報更新
を卒業生自身が行うことを促す目的で，外部サービス
（Facebook, LinkedInなど）で公開されている最新プ
ロフィールや，活動状況を収集する情報更新機能も
検討している．同窓会名簿管理システムは，卒業生の
キャリアパスや社会的活動の可視化を通じて，大学の
教育成果の社会的発信にも貢献し得るものであり，大
学のブランド価値向上やステークホルダーとの関係構
築の強化を狙っている．
本論文では，教務情報を基にした同窓会名簿管理シ
ステムの内製開発について述べる．2 章では，同窓会
名簿システムの概要について述べる．3 章では，まと

めを述べる．

2 同窓会名簿管理システム
図 1 は同窓会名簿管理システムの概略図を示して
いる．同窓会名簿管理システムは，学生情報を管理す
る Campus-Xsと，香川大学が内製開発した就職活動
状況記録システムと連携する．同窓会名簿情報は，卒
業生との継続的な関係構築や大学の広報・支援活動
において重要な役割を果たすため，正確かつ最新の
情報を保持する必要があり，Campus-Xs から提供さ
れる API(Application Programming Interface) を用
いてデータ抽出することで，同窓会名簿を生成する．
Campus-Xsには学生情報として，履修・成績・卒業情
報などが管理されており，卒業生の基本情報を取得す
る上で重要な情報源として「氏名（漢字・カナ・英字），
学籍番号，生年月日，卒業年度，所属学部・学科，在
学期間」などが取得対象となる．Campus-Xs とのシ
ステム間連携には，先行研究である Campus-Xsが保
有するデータを分析・可視化する「大学ダッシュボー
ド（教育情報）」[7]，Campus-Xsが保有するお知らせ
データを要約し学生に通知する「お知らせ自動要約シ
ステム」[8]と同様に，同窓会名簿に必要な情報を特定
しながら段階的に APIを設計する方針としている．
就職活動状況記録システムは，学生の進路希望や内
定状況，卒業後の就職先情報などを記録しており，卒
業生の進路情報を補完することができる．同システム
には勤務先名，業種分類，役職，就職年月，進学先（大
学院など）の情報が管理されており，これらの情報は
卒業後の進路把握や同窓会活動における業界別交流の
促進に活用できる．また，現在これら学内で管理され
た情報だけでなく，同窓会名簿の情報更新を卒業生自



身が行うことを促す目的で，外部サービス（Facebook,

LinkedIn など）で公開されている最新プロフィール
や，活動状況を収集する情報更新機能も検討している．

3 おわりに
本論文では，教務情報を基にした同窓会名簿管理シ
ステムの内製開発について述べた．同窓会名簿管理シ
ステムは，教務システムである Campus-Xsで管理さ
れている学生情報を活用し，同窓会名簿を作成する．
現在，Campus-Xsが提供する APIの開発に取り組む
とともに，同窓会名簿管理システムのプロトタイプ開
発にも取り組んでいる．同窓会名簿管理システムは，
卒業生情報の正確性と鮮度を維持しながら，効率的か
つ持続可能な管理を実現することを目的としており，
大学と卒業生との関係性を強化するための基盤とすべ
く開発を進めている．
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